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3
月
16
日
、
目
黒
さ
つ
き
会
館
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
パ
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン（
略
称
：
Ｎ
Ｗ
Ａ
）の
総
会
と
現
地
責
任
者
の
督

永
忠
子
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｕ

−

Ｐ
Ａ
Ｃ
を
通
じ
て
建
設
さ
れ
た
ギ
ル

ギ
ッ
ト
の
母
子
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、
縫
製

教
室
、
料
理
教
室
、
そ
し
て
小
学
生
の
た
め
の
算

数
教
室
が
行
わ
れ
て
き
た
。と
く
に
算
数
教
室
は
、

落
第
し
た
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
が
落
ち
こ
ぼ

れ
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
と
、督
永
忠
子
さ
ん
が
発
案
し
た
。

　

現
在
、
母
子
セ
ン
タ
ー
は
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
の
治

安
悪
化
に
よ
り
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
通
う
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、近
隣
の
村
々

に
算
数
教
室
を
開
設
し
て
い
る
。

　

算
数
教
室
は
地
域
か
ら

も
受
け
入
れ
ら
れ
、
入
校

の
希
望
と
と
も
に
会
場
提

供
の
申
し
出
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
教
育
に
対

す
る
姿
勢
も
変
わ
り
は
じ

め
た
と
い
う
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
こ
れ
か

ら
も
督
永
忠
子
さ
ん
の
取

り
組
み
を
支
援
し
、
パ
キ

ス
タ
ン
に
平
和
を
取
り
戻

す
一
助
と
な
り
た
い
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｗ
Ａ
理
事
長

に
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
総

連
の
萩
原
副
委
員
長
が
就

任
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
2
0
1
3
年
3
月
18
日
、
韓

国
軌
道
連
帯
、
国
際
労
働
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）韓
国
本
部
と
共
に
第
8
回
日
韓

労
組
協
力
会
議
を
静
岡
・
伊
東
さ
つ
き
会
館

で
開
催
、
日
韓
の
鉄
道
や
地
下
鉄
労
組
代
表

者
を
は
じ
め
24
名
が
参
加
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
武
井
委
員
長
は
開
会
あ
い
さ
つ

で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
線
区
の
早

期
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
よ
る
震
災
の
現
実
、
教
訓
、

提
言
を
今
後
の
鉄
道
安
全
対
策
に
い
か
す
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
日
本

の
政
治
状
況
等
に
つ
い
て
触
れ
、
平
和
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
連
帯

の
強
化
を
意
識
し
て
会
議
を
つ
く
る
よ
う
訴

え
た
。

　

韓
国
・
軌
道
協
議
会
の
イ
･
ヨ
ン
イ
ク
氏

か
ら
は
「
こ
の
間
の
日
韓
で
の
安
全
問
題
に

つ
い
て
の
議
論
が
韓
国
に
良
い
影
響
を
与
え

て
く
れ
た
。
軌
道
協
議
会
は
今
年
、
事
故
の

原
因
究
明
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
決
定
し
た
」
と
報
告
さ
れ
、
こ
の
間
の

交
流
と
議
論
の
ひ
と
つ
の
成
果
を
相
互
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

会
議
で
は
昨
年
の
日
韓
交
流
や
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ

の
取
り
組
み
の
総
括
と
、
今
年
の
交
流
計
画

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
今
年
9
月
に
開
催
予

定
の
第
10
回
日
韓
労
組
リ
ー
ダ
ー
討
論
会
の

テ
ー
マ
を
「
保
守
政
権
下
で
の
日
韓
労
働
運

動
の
今
後
の
展
望
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
今
回
の
会
議
で
の
議
論
を
も

と
に
、
韓
国
労
働
者
と
の
交
流
と
議
論
を
積

極
的
に
つ
く
り
出
す
。

いざ！という時、大丈夫ですか？あなたの保険

ＪＲ総連・各ＪＲ労組賛助団体

㈱鉄道ファミリー
京都品川区西五反

JR ）

《取扱商品》
▲ 自動車保険・組合主催行事保険
ゴルファー保険

▲ がん保険・医療保険
▲ ＪＲ積立年金
▲ 組合旗・組合バッジ・ゼッケン
▲ 健康食品・自然食品・お茶・みかん

督
永
忠
子
さ
ん
帰
国
報
告
会

第8回日韓労組協力会議を開催

　

2
0
1
3
年
春
季
生
活
闘
争
は
、

3
月
中
旬
の
大
手
を
中
心
と
す
る
闘

い
に
続
い
て
、
現
在
は
中
小
・
地
場

の
闘
い
へ
と
舞
台
が
移
っ
て
い
る
。

　

連
合
は
、
今
春
闘
の
ヤ
マ
場
を
、

先
行
第
1
組
合
は
3
月
11
日
か
ら
15

日
と
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
そ
の
方
針
に

し
た
が
い
「
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
」

で
Ｊ
Ｒ
春
闘
を
つ
く
ろ
う
と
、
Ｊ
Ｒ

5
単
組
の
ヤ
マ
場
を
設
定
し
た
。
さ

ら
に
、
春
闘
を
牽
引
し
て
い
く
意
志

を
示
す
た
め
、
連
合
・
交
運
労
協
の

決
起
集
会
や
デ
モ
に
も
Ｊ
Ｒ
総
連
旗

や
各
単
組
旗
を
先
頭
に
積
極
的
に
参

加
し
て
き
た
。

　

連
合
春
闘
の
最
大
の
ヤ
マ
場
と
な

る
3
月
13
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ（
金
属
労
協
）

加
盟
大
手
の
回
答
は
、
お
お
む
ね
定

昇
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
、

一
時
金
ア
ッ
プ
の
動
き
が
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
系
の
多
く
の

産
別
・
単
組
は
賃
金
改
善
要
求
を
見

送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
動
き
に
対
し
、
他
の
産
別
か

ら
は
「
賃
金
引
き
上
げ
要
求
を
し
て

い
な
い
組
合
が
、
な
ぜ
春
闘
の
ヤ
マ

場
を
作
る
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
も

出
さ
れ
た
が
、
今
年
も
同
じ
闘
い
が

繰
り
返
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
続
く
私
鉄
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の

大
手
組
合
も
す
で
に
作
ら
れ
た
賃
金

相
場
を
突
き
崩
す
こ
と
は
で
き
ず
、

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」「
定
期
昇
給
維
持
」
に

終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
単
組
は
一
時
金
を

は
じ
め
、
非
正
規
雇
用
社
員
の
条
件

ア
ッ
プ
や
シ
ニ
ア
層
の
賃
金
改
善
、

各
種
手
当
て
の
労
働
条
件
改
善
な
ど

に
力
を
入
れ
た
交
渉
を
繰
り
返
し
、

多
く
を
勝
ち
と
っ
た
。

　

他
方
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
早
々
に
妥
結

し
た
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
、
Ｊ
Ｒ
西

労
は
、
職
場
で
汗
し
て
働
く
社
員
・

組
合
員
の
苦
労
に
何
ら
答
え
て
い
な

い
と
し
て
持
ち
帰
り
、
あ
ら
た
め
て

要
求
を
提
出
す
る
な
ど
交
渉
を
重
ね

た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
先
行
妥

結
に
よ
る
否
定
的
な
現
実
の
中
で
、

交
渉
に
よ
る
前
進
は
勝
ち
取
れ
な
い

と
判
断
し
、妥
結
の
通
告
を
行
っ
た
。

　

先
行
大
手
の
妥
結
や
Ｊ
Ｒ
各
社
の

状
況
を
受
け
て
、
鉄
研
労
、
シ
ス
テ

ム
労
は
厳
し
い
交
渉
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　

労
連
加
盟
単
組
の
多
く
は
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
交
渉
・
回
答
を
迎
え
る
。

総
じ
て
Ｊ
Ｒ
本
体
の
交
渉
・
妥
結
状

況
に
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
た
め

難
航
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
連
合
傘
下
の
中
小
・
地
場
の

闘
い
も
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
交
渉
の

ヤ
マ
場
を
迎
え
る
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
各
単
組
・
労
連
に
結

集
す
る
仲
間
へ
の
激
励
・
支
援
を
は

じ
め
、
地
場
共
闘
、
非
正
規
共
闘
と

の
連
携
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
春
闘
の
真
価
を
発
揮
し
、
最

後
ま
で
粘
り
強
く
闘
い
抜
こ
う
！

JR春闘を最後まで粘り強く闘い抜こう！

2013JR春闘賃金要求・交渉状況（9単組）
北海道労組 東労組 東海労 西　労 貨物労組 鉄研労 システム労 テレコム労組 聚楽労組

要
　
求

内　容 ベア2,000円 ベア2,000円 ベア2,000円 ベア2,000円 ベア2,000円 ベア2,000円 ベア2,000円 3,000円

諸制度･職場
改善等

夏 季3.1＋5万、
GS正 社 員 化、
GS制度の廃止

定昇4×1,500円、
夏季手当3.5ヵ月、
65歳定年制

定昇5,000円増、
夏季手当3.0ヵ月、
年末手当3.5ヵ月

55歳以上・契約
社員の改善等、
B単価127/100

諸手当・職場
環境の改善等

諸手当・職場
環境の改善等

（1.39%）
諸手当・職場
環境の改善等

諸手当・職場
環境の改善等

提出日 2月15日 2月15日 2月12日 2月13日 2月14日 2月26日 2月1日 2月19日 2月20日

回
　
答

賃　金 定昇実施 定昇実施 定昇実施 定昇実施 定昇実施 定昇実施 定昇実施

その他

50才以上54才以
下の社員の昇給号
俸の改善、55才
以上及びスタッフに
一時金支給等

夏季手当2.85ヵ
月エルダー・GS
精勤手当2万円
加算等

夏季2.95月 56歳以上の職務
遂行給に1,000円
加算等

55歳以上1,500
円の賃金改善、契
約・臨時社員の基
本給改善2.14%
引上げ等

子の養育を目的
とした積立年休
の使用について
検討等

希望者全員が65
歳まで働ける制度
の確認等

回答日 3月15日 3月14日 3月14日 3月15日 3月15日 3月22日 3月21日 （4月下旬）

妥結
（3/15）

妥結
（3/14）

持帰り検討
再申し入れ
妥結

（3月25）

持帰り検討
再申し入れ
妥結

（3/19）

妥結
（3/15）

持帰り検討
妥結

（3/28）

持帰り検討
妥結

（3/28）
交渉中 交渉中
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「
花
と
希
望
を
届
け
る
3
・
8
行
動
」
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、

宮
城
県
東
松
島
市
の
「
矢
本
運
動
公
園
仮

設
住
宅
」
に
お
邪
魔
し
て
、
一
軒
一
軒
花

を
届
け
、様
々
な
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一
番
多
か
っ
た
の
は
、「
鉄
道
を
早
く
復

旧
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
で
し
た
。

「
仙
台
の
病
院
に
行
く
た
め
に
3
回
4
回

と
乗
り
継
が
な
い
と
な
ら
な
い
。
年
寄
り

の
身
に
は
つ
ら
い
」、「
以
前
は
仙
台
駅
で

親
が
鉄
道
に
乗
せ
、
東
松
島
で
私
が
迎

え
、
小
さ
い
孫
が
頻
繁
に
遊
び
に
来
て
く

れ
た
。
今
は
、
全
く
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
生
き
が
い
が
失
わ
れ
た
」、「
通
学
が

バ
ス
だ
と
大
幅
に
通
学
時
間
が
増
大
し
、

勉
強
時
間
確
保
に
も
苦
労
す
る
」
等
、
交

通
弱
者
と
言
わ
れ
る
年
齢
層
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

こ
の
地
域
は
仙
石
線
が
2
年
後
に
鉄
道

復
旧
が
決
定
し
て
お
り
、
も
う
少
し
の
辛

抱
で
す
。
し
か
し
、
大
船
渡
線
、
気
仙
沼

線
、
山
田
線
等
は
、
高
台
移
転
な
ど
含
め

た
街
づ
く
り
等
諸
条
件
と
の
関
連
す
る
側

面
も
あ
る
の
で
、
決
定
に
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
も
現
実
で
す
。
し
か
し
被
災
し
た

線
路
は
い
ず
れ
も
同
じ
状
況
で
す
。
一
日

も
早
い
鉄
道
の
復
旧
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
先
日
の
毎
日
新
聞
の
ト
ッ
プ
で

「
線
路
か
さ
上
げ
に
国
費
…
復
興
後
押
し
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
国
交

省
・
復
興
庁
が
、
線
路
の
か
さ
上
げ
部
分

に
予
算
付
け
を
す
る
方
向
性
だ
と
い
う
主

旨
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

が
交
運
労
協
の
協
力
も
得
て
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
40
万
筆
を
超
え
る
署
名

を
集
め
、
地
域
と
し
て
鉄
道
を
鉄
道
と
し

て
復
旧
す
べ
き
と
い
う
強
い
意
志
を
具
体

的
に
示
し
た
運
動
の
成
果
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、「
鉄
道
は
、
辿
っ
て
い
け

ば
東
京
に
繋
が
っ
て
い
る
。
繋
が
ら
な
け

れ
ば
、
見
捨
て
ら
れ
た
も
同
然
。
何
と
し

て
も
鉄
道
の
復
旧
を
！
」
と
い
う
被
災
直

後
の
釜
石
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
鉄
道
は
、
被
災

者
に
と
っ
て
心
の
支
え
で
あ
り
復
興
へ
の

意
欲
の
源
泉
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
足
と
し
て
の
鉄
道
と
い
う
役
割
と
共

に
、
日
本
国
中
を
一
本
の
レ
ー
ル
で
繋
い

で
お
く
こ
と
が
、
地
震
・
災
害
大
国
日
本

の
国
土
設
計
上
も
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
英
断
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

元
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
副
委
員
長
嶋
田
ら

9
名
が
、
虚
偽
の
リ
ス
ト
を
マ
ス
コ
ミ
に

配
布
し
た
こ
と
に
対
し
、
故
松
崎
明
氏
を

は
じ
め
と
す
る
実
名
を
挙
げ
ら
れ
た
43
名

が
原
告
団
を
結
成
し
、
名
誉
毀
損
な
ど
で

法
廷
の
場
で
闘
っ
て
き
た
。

　

3
月
27
日
、
東
京
地
裁
は
、
原
告
団
の

主
張
に
一
切
踏
み
込
む
こ
と
な
く
、
請
求

を
棄
却
し
た
ば
か
り
か
、
被
告
ら
の
「
反

訴
」
を
一
方
的
に
認
め
る
反
動
的
な
判
決

を
下
し
た
。

　

原
告
団
は
報
告
集
会
の
後
、
た
だ
ち
に

控
訴
を
決
定
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

組
織
破
壊
に
さ
お
さ
す
反
動
判
決
を
断
固

と
し
て
弾
劾
す
る
と
と
も
に
、
控
訴
し
た

原
告
団
を
全
面
的
に
支
え
闘
っ
て
い
く
。

　

こ
こ
最
近
、
全
国
で
「
嫌
韓
デ
モ
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
デ
モ
で
は
日
の
丸

や
旭
日
旗
を
掲
げ
、「
朝
鮮
人　

首
吊

レ　

毒
飲
メ　

飛
ビ
降
リ
ロ
」
と
書
か

れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
人
も
い

る
。

　

こ
の
動
き
に
反
対
す
る
た
め
、
3
月

14
日
、
参
議
員
会
館
で
、「
排
外
・
人
種

侮
蔑
デ
モ
に
抗
議
す
る
国
会
集
会
」
と

題
さ
れ
た
集
会
が
、
参
議
員
議
員
の
有

田
芳
生
氏
ら
11
名
の
呼
び
か
け
で
開
催

さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
有
田
氏
は
「『
殺
せ
』
な

ど
の
発
言
は
表
現
の
自
由
の
一
線
を

超
え
た
」
と
集
会
の
趣
旨
を
説
明
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
浩
一
氏
に

よ
る
基
調
報
告
や
、
民
族
派
右
翼
団

体
「
一
水
会
」
の
鈴
木
顧
問
、
木
村

代
表
の
発
言
、
弁
護
士
ら
に
よ
る
議

論
も
行
わ
れ
た
。

　

集
会
宣
言
で
は
、「
在
日
韓
国・
朝
鮮

人
な
ど
を
差
別
し
侮
蔑
す
る
行
為
は
、

公
共
の
平
穏
を
乱
し
、
人
間
の
尊
厳
を

傷
つ
け
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な

い
。」
と
う
た

わ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
連
も

こ
の
思
い
と
一

致
し
て
、
差

別
の
広
ま
り

を
押
し
と
ど

め
る
闘
い
を

行
っ
て
い
く
。

　

3
月
11
日
、参
議
院
議
員
会
館
で「
脱

原
発
法
案 

再
提
出
へ
！　

国
会
議
員

と
市
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主

催
は
脱
原
発
法
制
定
を
求
め
る
市
民
団

体
で
あ
る
「
脱
原
発
法
制
定
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」。

　

集
会
に
は
国
会
議
員
、
市
民
、
報
道

関
係
者
合
わ
せ
80
名
近
い
参
加
が
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
武
井
委
員
長
を
は
じ

め
に
参
加
し
た
。
集
会
で
は
、
賛
同
議

員
に
名
前
を
連
ね
た
田
城
議
員
も
決
意

の
一
端
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

突
然
の
衆
議
院
解
散
で
廃
案
と
な
っ

た
「
脱
原
発
法
案
」
の
再
提
出
に
賛
成
・

賛
同
し
た
議
員
は
、
こ
の
時
点
で
26
名

だ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
今
後
も
広
く

賛
同
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
い
う
。

　

東
日
本
大

震
災
発
生
か

ら
2
年
。
こ

の
日
に
参
議

院
に
対
し
て

提
出
さ
れ
た

法
案
は
、
原

発
維
持
の
方

針
を
鮮
明
に

す
る
安
倍
政

権
に
対
す
る
力
強
い
否
定
の
意
志
の
表

明
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
脱
原
発
法
制

定
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
法
案
に
賛

成
・
賛
同
し
て
い
る
議
員
た
ち
と
協
力

し
て
脱
原
発
法
の
成
立
を
目
ざ
す
と
と

も
に
、
原
発
の
な
い
社
会
を
目
ざ
し
て

奮
闘
し
て
い
く
。

排外主義、人種差別の広まりを
押しとどめて平和な世界を！

脱原発法案 再提出へ！
国会議員と市民の集い 

田城議員近況

春闘はまだ続く！
春闘激励の取り組みを強化

　

今
Ｊ
Ｒ
春
闘
で
は
、
連
合
・
交
運
労
協
の
仲

間
や
労
連
で
働
く
仲
間
と
の
連
帯
を
つ
く
り
出

そ
う
と
活
動
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
春
闘
の
ヤ
マ
場
を
前
に
、
私

鉄
総
連
な
ど
交
運
労
協
に
加
盟
す
る
産
別
に
対

し
連
帯
激
励
行
動
を
行
い
、
お
互
い
の
闘
う
姿

勢
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
情
報
交
換
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
各
地
協
が
開
催
す
る
春
闘
討
論
集
会

等
に
も
参
加
し
、組
合
員
の
声
と
決
意
を
聞
き
、

あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
総
連
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
3
月
7
日
以
降
、
労
連
加
盟
の
在

京
14
組
合
に
対
す
る
激
励
行
動
を
各
単
組
本

部
・
労
連
事
務
局
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。
労

連
加
盟
の
各
組
合
は
厳
し
い
交
渉
に
な
っ
て
い

る
が
、
連
携
を
強
化
し
、
要
求
実
現
に
向
け
て

と
も
に
最
後
ま
で
粘
り
強
く
奮
闘
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
の
旗
の
下
に
集
う
す
べ
て
の
仲
間

の
た
め
に
、
と
も
に
た
た
か
お
う
！

日本運輸倉庫労組の皆さんと東海林政策部長 萩原副委員長と原田FL労組委員長

ＪＲ貨物労組鵜木副委員長と小室共闘部長

「
嶋
田
一
味
糾
弾
訴
訟
」反
動
判
決
弾
劾
！

原
告
団
と
と
も
に
闘
お
う
！

「嶋田一味糾弾訴訟」第一審反動判決弾劾！！ 

ＪＲ総連・ＪＲ東労組への一切の組織破壊を許さず雄々しく前進しよう！ 

 

２００６年、「週刊現代」が２４週に亘り、「テロリストに乗っ取られたＪＲ東日本の真実」という記事

を連載中、元ＪＲ東労組本部副委員長・嶋田ら９名は、記者会見を開き、４３名の実名を挙げた

「革マル派リスト」をマスコミに配布した。故松崎明元会長をはじめとする４３名は、嶋田被告らの

行為は「名誉毀損・プライバシー侵害」にあたるとして原告団を結成し法廷の場で闘ってきた。 

誰が何を言おうと、嶋田被告らが虚偽情報をマスコミに配布提供したことは労働者・労働組合

への弾圧に与するものであり、労働者の良心に照らして断じて許すことのできない通敵行為であ

る。原告団は激しい憤りのもと提訴から４年有半、力強く闘いを推し広げてきた。この闘いは、ＪＲ

総連・ＪＲ東労組に結集する組合員の力強い連帯・支援を背景に闘い続けることができた。心より

感謝申し上げます。 

３月２７日、東京地裁民事第２８部は原告団４３名が訴えた主張に一切踏み込むことなく、形式

的な論理に終始し「結論ありき」の反動判決を下した。提訴以降、原告団・弁護団は「リスト配布当

時、革マル派との関係は一切存在しなかったこと」を最大の争点として総力をあげ、事実にもとづ

き主張し立証する闘いを推し広げてきた。裁判所もこの主張立証活動を一貫して容認してきた。 

これに対して、嶋田被告らは「２００６年当時の革マル派との関係」を示す具体的な証拠を一切

示すことができず、３０年前～４０数年前の新聞記事、警察情報、国会質問・答弁等に依拠した証

拠でごまかそうとした。被告らの主張がデッチあげであることは誰の目にも明らかになった。 

ところがである。第一審判決は、原告被告双方が一貫して争点としてきたことについて一切触

れずに、原告側の請求を棄却したのである。嶋田被告らがリストを提供したのは限られた記者（９

社）のみであって、「公然摘示に当たらない」というのである。裁判所は、われわれを敗訴にするた

めに、２７回にわたる審理をなかったものにしてしまったのだ。まさに政治的な意図を持った判決と

言わざるを得ない 

他方、被告らが「スパイと呼称されたことによって名誉毀損された」と原告団を訴えた「反訴」で

は「スパイという表現は社会通念不適切」とし、一部原告に慰謝料の支払いを認める不当判決を

下した。しかしながら労働者・労働組合を破壊しようとする勢力に虚偽情報を提供し利させること

は明らかに通敵行為であり、労働者への裏切りと刻印されてしかるべきではないか。 

この判決はＪＲ総連・ＪＲ東労組破壊に棹さすものであり断固弾劾する。同時にわれわれは、Ｊ

Ｒ総連・ＪＲ東労組への弾圧がより強化されてくることに警戒しなくてはならない。安倍政権は誕生

以来、矢継ぎ早に「戦争のできる国づくり」を目指し憲法改悪に向けた姿勢をあらわにしてきた。そ

のような中で「平和・人権・民主主義」の旗を堅持し「一切の戦争政策反対」「憲法改悪反対」を掲

げて闘い抜いているＪＲ総連・ＪＲ東労組への更なる弾圧が仕掛けられてくることを想定せざるを

得ないからだ。 

原告団はＪＲ総連・ＪＲ東労組に結集する組合員の皆さんと固く連帯し「生涯労働者」であり続け

る決意のもと控訴審で闘い続けていく。 

ＪＲ総連・ＪＲ東労組への一切の組織破壊攻撃をはね除け雄々しく前進しよう！！ 

 

２０１３年 4 月 2 日 

「嶋田一味糾弾訴訟」 

原告団 団長  石川 尚吾 

小田 裕司 

他 ４１名 

報告集会で怒りのシュプレヒコールを行う原告団と組合員


